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 市議会議員 活動報告 
0748-86-2985 Fax0748-86-0415   yama729@maia.eonet.ne.jp http://www.facebook.com/mituhiro.yamaoka 

このニュースは、毎週発行しています。fb でもご覧いただけます。また毎週金曜日早朝、甲南・寺庄・甲賀の各駅をまわって配布しています。 

2018 年 4 月 29 日 
第 707 号

●…20 日(金)は、早朝甲賀駅頭宣伝、９時半から草津で会議、13 時半から大津で会議、16 時から国保

問題で県に申入れ・交渉、18 時から草津で実務。●…21 日(土)は、16 時から街頭宣伝。●…22 日(日)は、午前中畑仕事、14 時から

守山で会議、帰宅後県への申入れ準備等。●…23 日(月)は、早朝赤旗配達、9 時半から議会全員協議会、13 時半から草津で会議、

18 時半から草津で会議、その後宿直。●…24 日(火)は、午前中草津で実務、13 時半から生活相談で現地調査、その後集金等、18 時

から守山で会議。●…25 日(水)は、ニュース作成、その後終日集金・生活相談解決のため市役所へ申入れ等、19 時からお通夜、夜

県への要望書まとめ。●…26 日(木)は、終日集金等。 

 

任
期
満
了
に
伴
う
知
事
選
が
６
月
７
日
告
示
・
２４
日
投
票
で
行

わ
れ
ま
す
。
す
で
に
現
職
の
三
日
月
大
造
氏
が
出
馬
を
表
明
、
民
進

党
県
議
ら
で
構
成
す
る
「
チ
ー
ム
し
が
」
や
自
民
党
が
支
援
を
決
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
滋
賀
・
九
条
の
会
」
事
務
局
長
の

近
藤
学
氏
が
２３
日
出
馬
を
表
明
し
ま
し
た
。
近
藤
氏
は
、
大
戸
川

ダ
ム
の
容
認
や
巨
額
の
国
体
施
設
整
備
、
安
倍
政
権
の
悪
政
を
無
批

判
に
受
け
入
れ
る
な
ど
三
日
月
県
政
の
問
題
点
を
指
摘
、
「
野
党
と

市
民
の
共
闘
で
、
憲
法
と
暮
ら
し
を
守
る
県
政
実
現
」
へ
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。
近
藤
氏
は
、
神
戸
大
学
院
修
了
、
滋
賀
大
学
名
誉
教
授
、

滋
賀
自
治
体
問
題
研
究
所
副
理
事
長
、
草
津
市
在
住
。 

 
県
に
申
入
れ
る
山
岡
議
員
（
前
列
左

端
）
ら 

 日本共産党滋賀県地方議員団は２０日、４月から国民健康保険が都道府県単位化に移行し県が

国保財政の責任を負うことになっても、国保税決定については市町の裁量に委ねること、市町の

独自減免制度や予防・保健事業についてもその取り組みを認めるよう、７項目の申し入れを行い

ました。このなかで、国保税の決定は市町にあること、一般会計からの繰入も市町の裁量である

ことは認めましたが、県から示される「納付金」の納付の仕方、「保険者努力支援交付金」のあり

方については、曖昧な回答でした。甲賀市の国保税は、前年所得が確定したことを受けて、6 月議

会に国保税見直しの議案が提案される予定です。 

 
京
都
新
聞
で
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
に
不
適
切
な
記
述
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
を
訂

正
し
た
、
と
４
月
１２
日
の
甲
賀
市
議
会
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
１
９
日
に
は
、
全
県
の
生
活
保
護
担
当
者
を
集
め
て
県
が
「
し
お
り
」
「
Ｈ
Ｐ
」
に
つ
い
て
、

内
容
を
精
査
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
憲
法
２５
条
に
基
づ
く
生
存
権
が
保
障
さ
れ
て
い

る
か
、
申
請
を
た
め
ら
う
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
あ
ら
た
め
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

京
都
新
聞
（
３
月
２９
日
付
）
が

指
摘
し
た
の
は
、
「
資
産
価
値
が
あ

る
も
の
は
処
分
し
て
も
ら
う
」
の
項

に
「
手
持
金
や
預
貯
金
は
、
合
計
し

て
数
万
円
程
度
し
か
保
有
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
」
と
の
記
述
。
こ
れ
は

法
的
根
拠
を
も
た
な
い
も
の
で
、
数

万
円
程
度
の
所
持
金
が
あ
れ
ば
保

護
申
請
を
受
付
け
な
い
と
も
と
れ

る
表
現
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
不

適
切
な
表
現
で
あ
る
と
し
て
、
削
除

し
ま
し
た
。 

新
し
い
「
し
お
り
」（
上
写
真
右
）

に
は
、
そ
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
滋
賀
県
は
、
「
働
け
る
人
は
能

力
に
応
じ
て
働
い
て
下
さ
い
」
「
活

用
で
き
る
資
産
は
活
用
し
て
下
さ

い
」
「
親
・
子
・
兄
弟
姉
妹
等
か
ら

援
助
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力

し
て
下
さ
い
」
な
ど
の
記
述
は
、「
申

請
の
要
件
と
解
釈
さ
れ
る
恐
れ
の

あ
る
も
の
」
と
し
て
精
査
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
は
、

現
に
困
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も
権
利

と
し
て
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
た

と
え
働
け
る
年
齢
層
で
あ
っ
て
も

同
じ
で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
最

後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。 

左は改善された小田原市のしおり


